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今
年
も
９
月
の
高
齢
者
連
続
行

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、
地
公
三
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会
が
日
本
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
地
公
「
四
単
産
」
の

主
催
で
し
た
が
、
東
交
等
で
構
成

す
る
都
市
交
通
労
働
組
合
が
自
治

労
と
組
織
統
合
し
、
自
治
労
・
全

水
道
・
日
教
組
の
三
単
産
に
な
っ

て
初
め
て
の
高
齢
者
集
会
で
す
。

　

社
会
保
障
拡
充
な
ど
高
齢
者
課

題
と
、
公
務
員
の
労
働
基
本
権
回

　

９
月
15
日
、
日
比
谷
公
会
堂
に

全
国
か
ら
２
千
人
が
結
集
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
日
本
高
齢
・
退
職
者

連
合
（
高
退
連
）
阿
部
会
長
は
「
安

倍
首
相
の
暴
走
を
許
さ
な
い
よ
う

憲
法
改
悪
に
反
対
し
、
平
和
と
民

主
主
義
を
守
る
運
動
を
進
め
る
。

運
動
の
強
化
へ
向
け
て
、
１
千
万

連
合
の
組
織
拡
大
運
動
と
連
動
し

て
退
職
者
連
合
300
万
組
織
を
目
指

す
」
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

古
賀
連
合
会
長
は
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
は
、
一
部
の
企
業
や
投
資
家

に
恩
恵
が
あ
る
だ
け
で
、
低
賃
金

と
物
価
上
昇
に
よ
り
勤
労
者
・
生

活
者
の
家
計
は
苦
し
く
な
っ
て
お

り
、
民
主
党
政
権
下
で
進
め
ら
れ

た
生
活
者
・
働
く
者
の
視
点
に
立
っ

た
政
策
の
流
れ
が
逆
転
し
て
き
て

い
る
。
連
合
は
『
働
く
こ
と
を
軸

と
す
る
安
心
社
会
』
の
実
現
に
向

け
て
闘
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
台
風
18
号
が
接
近
し
て

い
る
た
め
、
デ
モ
行
進
は
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、
恒
例
に
な
っ
て

い
る
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
み
ん
な
の
体
操
」

を
参
加
者
全
員
で
元
気
に
行
い
、

集
会
を
終
了
し
ま
し
た
。（
戸
張
）

全
国
高
齢
者
集
会

地
公
三
単
産
・

地
公
退
高
齢
者
集
会

復
な
ど
の
取
組
み
を
強
化
す
る
集

会
基
調
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
沖
縄
国
際
大
学

前
泊
博
盛
教
授
に
よ
る
「
沖
縄
か

ら
み
た
日
本
の
民
主
主
義
」。
沖
縄

は
明
治
政
府
に
よ
る
沖
縄
処
分
、

太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦
、
沖

縄
を
切
り
捨
て
た
単
独
講
和
等
の

歴
史
が
、
米
軍
基
地
が
集
中
す
る

現
在
の
沖
縄
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
米
軍
の
事
件
や
事
故
が
起
き

て
も
、
日
米
地
位
協
定
に
よ
り
消

防
も
警
察
も
全
く
手
を
出
せ
な
い

状
態
に
あ
る
日
本
は
主
権
国
家
な

の
か
、
民
主
主
義
は
あ
る
の
か
と
、

熱
く
話
さ
れ
ま
し
た
。（
柳
）

岡田紅陽撮影 ( 千円札裏の絵 )
と同じ本栖湖畔よりの富士山

高齢者集会

「原発ゼロ、社会保障
の切捨て阻止、改憲阻
止、現・退一致で生活
防衛」をスローガンに
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マ
ス
コ
ミ
は
「
負
担
増
と
給
付

減
」
に
焦
点
を
当
て
て
報
道
し
て

い
る
。
そ
う
い
う
側
面
は
あ
る
が
、

小
泉
流
市
場
原
理
に
基
づ
く
社
会

保
障
切
捨
て
で
は
な
く
、
福
田
政

権
で
発
足
し
た
当
時
の
「
社
会
の

再
分
配
機
能
は
必
要
」
と
い
う
基

本
ス
タ
ン
ス
が
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
具
体
的
施
策
提
言
を
個

別
に
検
証
し
て
対
応
し
て
い
く
。

　

国
境
を
超
え
る
強
欲
資
本
主
義

が
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
。
今
の

金
融
は
博
打
で
あ
り
、
市
場
の
規

制
は
必
要
だ
。
市
場
原
理
主
義
者

が
主
張
す
る
小
さ
な
政
府
は
、
生

活
破
壊
を
招
く
。
程
よ
い
政
府
を

目
指
す
べ
き
だ
。
第
一
次
分
配
は

賃
金
、
第
二
次
分
配
が
社
会
保
障
。

今
の
よ
う
な
低
賃
金
が
続
け
ば
、

社
会
保
障
を
崩
壊
さ
せ
、
次
代
の

社
会
を
形
成
で
き
な
く
な
る
。

　

人
間
は
共
通
し
て
子
ど
も
期
と

高
齢
期
が
社
会
保
障
の
対
象
。
社

会
保
障
は
私
的
保
障
の
限
界
を
踏

ま
え
て
形
成
し
た
。
介
護
も
嫁
中

心
の
私
的
介
護
か
ら
公
的
介
護
に

切
り
換
え
た
も
の
で
、
社
会
保
障

を
切
り
詰
め
れ
ば
私
的
負
担
が
増

え
る
。
負
担
の
総
額
は
同
じ
だ
。

　

企
業
は
常
に
社
会
保
障
の
負
担

軽
減
を
狙
っ
て
お
り
、
社
会
保
障

の
世
代
間
格
差
論
の
発
信
者
だ
。

　

保
険
方
式
に
よ
る
介
護
制
度
は

権
利
と
し
て
の
性
格
を
明
確
に
し

た
。介
護
の
財
源
は
、保
険
料
半
分
・

税
半
分
。
一
割
負
担
は
、
使
う
こ

と
を
抑
制
す
る
考
え
方
か
ら
導
入

し
た
も
の
だ
が
、
介
護
は
長
期
に

わ
た
る
の
で
負
担
増
は
問
題
だ
。

　

介
護
報
酬
は
、
03
年
以
降
４
回

改
定
さ
れ
た
が
、
09
年
を
除
き
実

質
マ
イ
ナ
ス
。
介
護
報
酬
が
適
切

で
な
い
と
介
護
事
業
者
は
さ
ぼ
る
。

実
質
的
介
護
の
切
り
下
げ
に
な
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
は
国
民
会
議
報

告
の
主
な
柱
。
中
学
校
区
程
度
の

生
活
圏
で
医
療
と
一
体
的
に
対
応

す
る
考
え
方
。
是
非
実
現
し
た
い
。

歩
け
る
範
囲
で
医
療
・
介
護
を
形

成
す
る
街
づ
く
り
と
連
動
す
る
。

　

要
支
援
の
市
町
村
移
管
は
反
対
。

財
源
と
人
材
を
拡
充
す
れ
ば
実
現

可
能
だ
が
、
市
町
村
に
は
無
理
。

結
果
と
し
て
要
支
援
の
切
り
捨
て

に
な
り
、
重
度
化
が
進
行
す
る
。

　

今
年
は
介
護
保
険
改
正
が
焦
点
。

今
、
要
支
援
の
市
町
村
移
管
問
題

が
集
中
的
に

論
議
さ
れ
て

い
る
。
次
の

改
正
論
議
は

３
年
後
に
な

る
の
で
、
や

る
の
は
「
今

で
し
ょ
！
」

と
、
自
治
体

へ
向
け
て
要

求
運
動
を
進

め
て
い
る
。

▼
社
会
保
障
国
民
会
議
報
告
の
基
本
ス
タ

ン
ス
は
評
価
す
べ
き
▼
介
護
要
支
援
の
市

町
村
移
管
は
要
支
援
の
切
捨
て
▼
医
療
・

介
護
一
体
の
地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
を

　

９
月
18
日
、
川
端
邦
彦
自
治
退

事
務
局
長
を
講
師
に
、「
社
会
保

障
の
動
向
と
課
題
」
を
題
と
す
る

学
習
交
流
会
を
も
ち
ま
し
た
。
参

加
は
24
名
で
し
た
。
開
会
に
あ
た

り
、
定
期
総
会
以
降
の
物
故
者
を

悼
み
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

講
義
の
中
心
テ
ー
マ
の
介
護
制

度
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
男
に

は
苦
手
な
分
野
で
す
が
、
参
加
者

は
、
８
月
６
日
に
政
府
へ
提
出
さ

れ
た
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
報
告
」
に
も
ふ
れ
た
講
義
を

熱
心
に
聞
き
入
り
、
実
り
あ
る
学

習
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

終
了
後
、
楽
し
く
懇
親
し
ま
し
た
。 川端講師

社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
報
告

目
指
す
べ
き
社
会

世
代
間
格
差
論
の
正
体

介
護
の
仕
組
み
と
課
題

国
民
会
議
報
告
の
焦
点

自
治
体
要
求
行
動

やっぱり懇親会は楽しいね

学習交流会
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９
月
18
日
に
第
２
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク
、

②
新
春
の
集
い
日
程
、
③
秋
の
旅

行
企
画
細
目
、
④
誕
生
月
お
祝
い

電
話
実
施
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
紅
葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク

　

雨
天
に
よ
り
中
止
し
た
お
花
見

ウ
ォ
ー
ク
の
代
替
行
事
と
し
て
紅

葉
狩
り
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

〈
開
催
日
〉　

11
月
28
日

〈
場　

所
〉　

平
林
寺
（
新
座
市
）

　

武
蔵
野
線
「
新
座
」
駅
か
ら
約

3.3 

Km
歩
い
て
平
林
寺
へ
行
き
、
帰

り
は
現
地
解
散
と
す
る
予
定
で
す
。

　

た
だ
し
、
紅
葉
の
時
季
の
平
林

寺
は
参
拝
者
が
多
く
、
境
内
に
多

人
数
が
一
同
に
な
っ
て
昼
食
を
と

れ
る
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
昼
食
場
所
や
集
合
時
間

等
の
細
目
を
企
画
部
会
で
検
討
し
、

11
月
初
め
に
案
内
を
送
り
ま
す
。

■
新
春
の
集
い

　

今
年
度
の
新
春
の
集
い
は
１
月

25
日
、
例
年
同
様
「
小
石
川
後
楽

園
涵
徳
亭
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
早
め
に
会
場
を
お
さ
え
、

土
曜
日
の
開
催
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
会
費
や
次
第
な
ど
の

細
目
は
こ
れ
か
ら
検
討
し
ま
す
。

募
集
案
内
は
12
月
で
す
。

■
誕
生
月
お
祝
い
電
話

　

毎
月
機
関
紙
を
会
員
宅
に
送
っ

て
い
ま
す
が
、
一
方
通
行
で
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
の
健
康
は
ど

う
か
、
お
困
り
の
こ
と
は
な
い
か
、

退
職
者
会
が
お
役
に
立
て
る
こ
と

は
な
い
か
な
ど
お
話
し
す
る
機
会

を
ど
う
や
っ
て
つ
く
る
の
か
検
討

第２回
幹事会

11
月
28
日
に
紅
葉
狩
り

ウ
ォ
ー
ク
、
新
春
の
集
い

は
１
月
25
日
、
誕
生
日
お

祝
い
☎
を
１
月
か
ら
開
始

し
て
き
ま
し
た
。
試
み
と
し
て「
誕

生
月
に
会
員
へ
表
敬
の
電
話
」
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
誕
生
日

が
不
明
な
会
員
が
相
当
数
い
ま
す

の
で
、
準
備
期
間
を
設
け
て
１
月

か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
緊
急
連
絡
体
制

　

６
月
以
降
、
会
員
や
関
係
者
の

ご
不
幸
が
続
き
ま
し
た
。
事
務
局

が
中
心
に
な
っ
て
会
員
の
み
な
さ

ん
へ
訃
報
の
連
絡
を
と
り
ま
し
た

は
２
名
参
加
。
集
会
の
模
様
は
前
月
号

報
告
の
と
お
り
。　

▼
８
月
20
日
、
故

小
泉
京
一
さ
ん
の
通
夜
に
14
名
、
21
日

の
告
別
式
に
10
名
の
会
員
が
参
列
。　

▼
８
月
26
日
、
故
庭
山
昌
治
さ
ん
の
通

夜
に
会
を
代
表
し
庄
司
事
務
局
長
が

参
列
。　

▼
８
月
30
日
、
自
治
退
都
本

部
幹
事
会
が
自
治
労
都
本
部
で
開
催
。

庄
司
事
務
局
長
（
常
幹
）
と
小
林
事
務

局
次
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
主
な
議
題

は
高
齢
者
集
会
の
取
組
み
と
自
治
退

総
会
の
対
応
な
ど
。　

▼
９
月
１
日
、

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
講
演
会
」（
日
比
谷

退職者会
活動日誌

公
会
堂
）
に
６
名
参
加
。　

▼
９
月
２

日
に
第
２
回
旅
行
部
会
。
秋
の
親
睦

旅
行
企
画
細
目
等
を
検
討
。
部
会
員

全
員
参
加
。　

▼
９
月
10
日
に
第
３

回
三
役
会
。
幹
事
会
議
題
等
を
検
討
。

三
役
全
員
参
加
。　

▼
９
月
14
日
、「
さ

よ
う
な
ら
原
発
大
集
会
」（
亀
戸
中
央

公
園
）
に
家
族
含
め
10
名
参
加
。
集
会

の
模
様
は
別
記
報
告
を
参
照
。　

▼
９

月
14
日
の
地
公
労
・
地
公
退
高
齢
者

集
会
に
柳
副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
、

吉
田
幹
事
、
15
日
の
全
国
高
齢
者
集

会
に
戸
張
副
会
長
、
岩
渕
監
査
、
古

口
幹
事
、戸
枝
会
計
（
取
材
）
が
参
加
。

内
容
は
別
記
報
告
を
参
照
。　

▼
９
月

18
日
、
幹
事
会
開
催
前
に
第
３
回
三

役
会
。
幹
事
会
議
題
等
を
検
討
。
三

役
４
名
参
加
。
同
日
、第
２
回
幹
事
会
。

検
討
内
容
は
別
記
報
告
参
照
。
幹
事

12
名
参
加
。　

▼
事
務
局
会
議
・
事

務
業
務
は
16
回
。
行
事
企
画
、機
関
紙
・

定
例
連
絡
等
送
付
な
ど
に
対
応
。

＊
７
月
９
日
の
第
１
回

幹
事
会
以
降
９
月
18
日

の
第
２
回
幹
事
会
ま
で

の
活
動
記
録
。

▼
８
月
15
日
、「
戦
争

犠
牲
者
追
悼
・
平
和
を

誓
う
集
会
」（
千
鳥
ケ

渕
戦
没
者
墓
苑
）
に
３

名
参
加
。「
８
・
15
集
会
」

が
、
結
構
大
変
で
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
会
の
行
事
な
ど
会

員
の
み
な
さ
ん
へ
電
話
連
絡
す
る

体
制
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
て
、

各
会
員
へ
連
絡
網
の
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
し
た
。
直
近
の
訃
報
連

絡
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
連
絡
網

に
つ
い
て
幹
事
会
で
検
討
し
ま
し

た
が
、
結
論
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

引
き
続
き
実
施
方
法
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平林寺の紅葉
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８
月
９
日
、
都
労

連
に
対
応
す
る
退
職

者
組
織
・
東
京
都
退

職
者
協
議
会
（
都
退

水
退
）
が
提
案
し
た
「
公
退
連
、

地
公
退
の
方
針
に
沿
っ
て
活
動
し
、

政
治
的
要
求
課
題
を
国
会
に
届
け

る
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
」

等
の
活
動
方
針
を
満
場
の
拍
手
で

決
定
し
、
事
務
局
次
長
を
廃
止
す

る
規
約
改
正
案
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
役
員
の
改
選
期
で
、
３

期
６
年
に
わ
た
り
重
責
を
果
た
さ

れ
た
山
本
会
長
、
斉
藤
事
務
局
長

が
勇
退
し
、
新
会
長
に
花
輪
さ
ん

（
都
庁
退
・
主
税
）、
事
務
局
長
に

平
岡
さ
ん
（
都
高
退
教
）
を
選
出
。

集
会
の
最
後
を
花
輪
会
長
の
発
声

で
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱

し
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

都 退 協
定期総会

直
接
行
動
も
視
野
に
入
れ
た
闘
い
を

提
起
、
新
会
長
に
花
輪
さ
ん
（
主
税
）

協
）
の
第
43
回
定
期
総
会
が
、
都

庁
職
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
清

掃
退
職
者
会
か
ら
庄
司
事
務
局
が

代
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
山
本
会
長（
都

庁
退
）
は
「
安
倍
政
権
で
退
職
者
・

弱
者
に
と
っ
て
厳
し
い
情
勢
だ
。

今
後
は
政
党
を
通
す
だ
け
で
は
な

く
直
接
行
動
も
考
え
つ
つ
、
護
憲
、

社
会
保
障
、
反
原
発
の
闘
い
を
進

め
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、斉
藤
事
務
局
長
（
東

　

９
月
18
日
の
学
習
交
流
会
で
、
30

余
年
に
わ
た
り
解
雇
撤
回
を
求
め

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
闘
っ
て
い
る
木
下
さ

ん
を
招
き
、
支
援
の
物
販
を
行
い
ま

し
た
。
お
か
げ
様
で
用
意
し
た
「
紀

州
・
南
高
梅
」
12
個
は
完
売
で
し
た
。

　

東
京
全
労
協
が
取
組
ん
で
い
る

東
京
総
行
動
で
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
木
下
闘

争
の
支
援
行
動
が
組
ま
れ
て
お
り
、

９
月
25
日
、
雨
を
つ
い
て
の
社
前

集
会
で
会
社
側
を
追
及
し
ま
し
た
。

東京総行動

ＮＴＴに解雇撤回を訴える木下さん
（後ろは東京清掃の宣伝カー）

　

関
東
大
震
災
か
ら
90
年
の
９
月

１
日
、
日
比
谷
公
会
堂
で
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
わ
き
市
議
の
佐
藤
和
良
さ
ん

は
、「
関
東
大
震
災
が
起
こ
れ
ば
、

首
都
圏
が
『
原
発
現
地
』
に
な
り

う
る
と
い
う
想
像
力
を
働
か
せ
て

ほ
し
い
」
と
発
言
。
呼
び
か
け
人

の
大
江
健
三
郎
さ
ん
は
「
脱
原
発

社
会
へ
向
け
て
女
性
が
活
発
に
発

言
し
行
動
し
て
い
る
。
世
の
中
を

変
え
る
の
は
女
性
だ
と
思
う
。
希

望
は
あ
る
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
の
小
出
裕
章
さ
ん
は
、

ス
ラ
イ
ド
で
原
発
事
故
の
汚
染
実

態
を
告
発
し
、「
他
者
を
犠
牲
に
し

て
成
り
立
つ
原
子
力
的
な
も
の
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
必
要
、
人

生
・
命
は
一
度
き
り
だ
。」
と
語

り
、
定
員
を
超
え
る
参
加
者
で

あ
ふ
れ
た
会
場
は
大
き
な
拍
手

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
、
大
飯
原
発
４
号

機
が
定
期
検
査
に
入
り
、
再
び

原
発
稼
働
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
前
日
の
14
日
、「
再
稼
働
反

対
！
さ
よ
う
な
ら
原
発
大
集
会
」

が
亀
戸
中
央
公
園
で
開
催
さ
れ
、

９
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
安
倍
首
相
は
『
汚
染
水
は
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
』
と

国
際
公
約
し
た
。責
任
を
果
た
せ
。」

（
落
合
恵
子
さ
ん
）、「
将
来
の
こ
ど

も
た
ち
が
生
き
て
い
け
る
時
代
を

残
す
た
め
行
動
し
よ
う
。」（
大
江

健
三
郎
さ
ん
）、「
原
発
は
環
境
と

未
来
に
対
す
る
犯
罪
だ
。」（
鎌
田

慧
さ
ん
）
と
い
う
主
催
者
の
発
言

と
、「
取
り
戻
す
べ
く
は
人
と
し
て

の
名
誉
と
、
私
た
ち
が
こ
の
世
を

去
っ
て
も
永
遠
に
残
さ
れ
る
子
ど

も
た
ち
の
未
来
だ
。」
と
い
う
福

島
の
訴
え
に
象
徴
さ
れ
る
原
発
立

地
各
地
か
ら
の
告
発
を
踏
ま
え
て
、

原
発
の
再
稼
働
は
断
じ
て
許
せ
な

い
こ
と
を
再
確
認
。
集
会
後
、
浅

草
方
面
と
錦
糸
町
方
面
に
わ
か
れ

て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

再稼働反対


